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葉

報 l

経

湾

事

部

O
教
授
作
用
荘
一
氏
は
定
年
制
に
よ
り
昭
和
十
一
二
年
十
二
月
二
十
四
日
退

官
せ
ら
れ
た
。

O
紹
済
畢
部
隊
文
和
英
(
内
W
O戸、
w
d
E
a
h
o
E
U可
開
き
ロ
ο百
円

H
N
2
日
毛
)
は

本
年
よ
り
年
同
問
刊
行
す
る
こ
と
?
な
n
y

、
そ
の
第
一
一
携
を
一
月
二
十
五

日
刊
行
し
た
。
内
容
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
(
丸
拍
車
ロ
設
費
定
償
金
壷
固
)

D

E
市

立

三

、

1

T
こ

U

~

t

D

A

Z『
D

i

D

J

民

同

D
J
〉

y
t
'

・

:
'
z
'
'
r
p
h
-
r
z
-
L
F
U》
C
』

F
U
d
u

阿
川

=
p
m初
雪
山
・
盟
主
玉
二

.HJMO
〉
間
同
国
内
己
主

E
】

同

MALE可

E
t
d
m口
叶
】
】
出
♂
巧
三
】
出
目

V02h己
問
。
「
2
m
a

ヨ角川。【。

Hfop-『
E
E
O
M
M
h
s
n
o
E
-
L
r
4
5
2
m
T
5
3『〉開ユの戸川
=
z「
己
司
『

3
・

L
Z
の【町
d
R
E〕
可

HJ3『
2
5門
司
・
〈
品
目

。
ヨ
子
。
。
。
ョ

2
乙
司
『

3
E
同
己
。

〉
主
主
P
Z
阿曽

3
p
h
mコ
『
同
・

2
Z
E
Z

。22
E
Z
Z
E
L
-
-
E
E
2
5
=再
開
日
-
M

〈

2
「

m
a
m
-百
回
h
E
』ニム一
E

〉

rn明
日
目
口
同

H
Jつ
p
m認
可
ィ
・
ロ
3
2
0

V
T
d
H
m切

。
中
等
高
等
致
員
無
試
験
検
定
に
開
す
る
件

従
来
右
出
腐
手
続
き
に
閥
し
で
は
本
事
部
使
鷺
に
依
り
一
般
に
指
示
せ
し

庭
、
今
般
中
等
、
高
等
教
員
と
も
規
程
改
正
せ
ら
れ
し
に
依
り
注
意
を
要

望
ナ
。

業

報

"" -照
高
等
教
員
改
正
規
程

中
等
乱
組
員

昭
和
十
一
一
一
年
十
一
月
十
五
日
官
報

十
二
月
十
日

同

同

同

経

済

畢

曾

O
十
一
月
例
曾
十
一
月
十
五
日
(
火
)
午
後
六
時
よ
り
衆
文
舎
柚
聞
に
於
い

て
開
催
。
次
の
二
つ
の
研
究
報
告
が
行
は
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
就
い
て
質
問

謄
答
が
行
は
れ
て
後
、
九
時
五
十
分
に
閑
合
同
し
た
。

一

、

南

出

英

品

へ

小

業

の

生

産

形

態

堀

江

英

一

氏

報
告
要
旨
先
づ
第
一
に
た
阪
府
内
輪
開
葉
大
小
工
業
に
和
け
る
大

鰹
替
の
自
己
設
備
の
比
重
ぽ
二
一
九
一
一
一

O
話
で
あ
り
、
そ
れ
が
支
配
す
る

質
加
工
業
者
白
金
庫
を
加
へ
る
正
u

大
観
仙
台
は
四

O
V河
内
一
生
還
を
抱
任
」
y

る
こ
と
ふ
な
る
が
、
爾
余
の
六

O
%が
所
謂
同
居
制
工
業
の
も
と
で
全
産

さ
れ
る
と
と
を
指
摘
し
、
第
二
に
中
小
紹
替
(
賃
加
工
業
者
)
の
閤
窮
は
大

経
替
に
針
ナ
る
中
小
紐
替
白
生
産
力
の
劣
位
に
基
〈
必
然
的
現
象
で
あ
る

こ
と
を
明
か
し
、
第
三
に
従
っ
て
賃
加
工
業
者
の
組
合
に
は
加
エ
賃
の
協

定
に
閥
し
限
界
が
あ
る
と
し
、
こ
の
限
界
と
役
割
を
説
明
さ
れ
た
。

二

、

戦

時

の

農

業

政

策

に

就

い

て

八

木

教

授

報
告
要
旨
|
|
職
時
に
於
け
る
農
業
政
策
白
根
本
問
題
は
農
業
生
産
力

の
維
持
と
そ
の
様
充
と
で
あ
る
。
却
ち
一
方
で
は
、
生
産
力
を
低
下
せ
し

め
る
諸
傑
件
が
あ
り
、
生
産
物
の
供
給
の
減
退
が
憂
は
れ
る
に
針
し
、
他

方
で
は
、
世
位
高
上
・
戦
争
目
的
の
達
成
・
貿
易
振
興
そ
の
他
白
目
的
。

た
め
に
生
産
物
の
需
要
の
帯
加
が
要
望
せ
ら
れ
る
白
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

需
給
白
調
和
が
問
題
と
な
る
と
一
百
ふ
こ
と
を
指
摘
せ
ら
れ
て
後
、
教
授
は

第
四
十
八
巻

四

七

第

量量

ブu



重量

報

農
業
白
機
械
化
問
題
・
努
力
の
不
足
を
楠
ふ
動
勢
奉
仕
お
よ
び
婦
人
勢
働

の
問
題
・
耕
牛
馬
の
問
題
・
肥
料
問
題
・
生
産
計
毒
化
の
問
題
等
の
内
地

関
係
自
針
策
と
、
プ
ロ
ッ
ク
経
済
内
部
白
諸
問
題
と
に
就
い
て
、
詳
述
せ

ら
れ
た
o

さ
う
し
て
最
後
に
、
現
代
吾
凶
の
一
部
に
は
プ
ロ
ッ
ク
経
済
に

於
い
て
は
内
地
の
農
業
を
粗
放
化
せ
」
止
一
再
ふ
現
恕
主
義
的
な
要
望
も
あ

る
が
、
そ
れ
は
抽
象
的
な
主
躍
で
あ
ら
う
と
一
耳
目
立
帖
請
を
下
さ
れ
た
。

出
席
者
ー
1

高
同
・
谷
口
・
入
木
・
大
塚
・
中
川
・
柴
阿
a

中
谷
・
佐

波
の
諦
舟
生
、
問
杉
刊

H
Y
山
二
日
日

J
内
問
。
山
本

ht
白
川
刊
本
・
車
内
雌
・

堀
江
英
・
岡
部
・
中
西
の
諸
氏
。

O
+
Z
月
例
曾
十
二
月
四
円
(
日
)
午
後
六
時
、
柴
支
舎
館
に
於
い

τ
作

田
荘
一
教
授
の
還
暦
御
退
職
を
粕
念
し
て
詮
別
晩
餐
舎
を
催

L
、
宴
後
作

回
数
授
よ

p
、
且
中
徒
の
師
白
求
め
方
と
研
究
態
度
と
に
就
い
て
報
告
が
あ

っ
た
。
宴
に
舎
す
る
も
の
別
項
の
如
〈
三
十
九
名
、
一
向
は
教
授
白
永
年

に
亙
る
燭
創
的
な
る
経
済
問
問
中
へ
の
ひ
た
す
ら
な
る
迫
求
と
そ
れ
の
輝
し
い

御
業
蹟
と
を
偲
び
、
こ
の
度
の
御
退
職
に
劃
し
て
意
き
ぬ
名
残
P
を
惜
み

つ
h
A

列
席
ナ
る
中
、
質
素
な
る
宴
は
谷
口
教
授
の
開
舎
の
鮮
を
以
て
聞
か

れ
た
。
高
問
曾
長
よ
り
の
迭
別
の
僻
に
劃
し
て
、
敬
授
よ
り
答
僻
と
本
事

舎
に
封
ナ
る
希
望
と
搬
蹴
と
の
言
葉
が
あ
り
、
中
川
助
教
授
の
閉
舎
の
僻

が
つ
ピ
い
た
。

次
に
席
を
階
上
に
移
し
て
作
同
教
授
の
最
後
の
御
報
告
を
拝
聴
し
た
。

教
授
は
先
づ
御
自
身
の
皐
問
的
遅
躍
を
述
べ
ら
れ
た
。
印
ち
明
治
=
一
十
八

年
東
大
法
皐
部
を
卒
へ
ら
れ
る
宇
、
国
際
訟
の
研
究
白
た
め
に
同
大
畢
院

に
入

b
れ
、
寺
尾
・
高
橋
雨
教
授
の
指
導
を
受
け
ら
れ
た
が
、
薮
授
の
皐

第
四
十
八
巻

四

/1. 

第

銃

I羽
O 

問
的
情
熱
は
常
時
よ
り
凶
際
法
よ
り
も
終
祷
患
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
た
こ
止

を
、
我
園
経
済
撃
の
搭
盤
期
で
る
ワ
た
常
時
の
撃
界
の
紹
介
と
共
に
同
厭

せ
ら
れ
、
次
い
で
同
四
十
一
年
荷
闘
に
碍
せ
ら
札
て
彼
地
で
庚
汎
な
る
科

目
を
教
授
せ
ら
れ
た
こ
と
、
而
し
て
後
、
山
口
高
商
か
ら
本
事
へ
と
研
究

と
教
授
と
の
生
活
を
績
行
せ
ら
れ
た
と
と
を
物
語
ら
れ
た
。
と
の
間
三
十

儀
斗
の
研
集
の
遜
婚
に
就
い
て
の
極
め
て
謙
遜
な
教
授
の
言
々
句
々
の
聞

か
ら
、
一
命
々
ば
教
授
の
不
局
不
能
の
一
恒
雄
な
る
研
究
心
と
純
情
撃
の
質

LK

劇
的
政
資
(
の
~
質
せ
る
拍
力
と
を
聴
き
取
竺
た
の
で
る
っ
た
。
教
授
は

績
け
て
、
町
申
徒
が
如
何
に
師
に
就
〈
べ
き
か
を
越
べ
ら
れ
た
。
日
〈
、
求

師
法
に
は
四
種
の
も
の
が
あ
る
。
↓
終
始
一
人
の
師
に
就
〈
方
法
。
司
自
由

〈
師
を
求
め
つ

λ

、
一
人
の
師
を
次
か
ら
次
へ
と
盤
し
倒
し
つ

λ

、
自
ら

を
高
め
る
方
法
け
民
度
〈
師
を
求
め
て
謙
遜
に
遣
を
聴
き
つ
ヘ
遍
国
置
を

重
ね
る
方
法
。
岨
多
〈
の
師
を
求
め
つ
与
も
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
以
で
足
ら

ず
と
し
、
得
た
る
も
の
を
材
料
と
し
て
自
己
欄
創
の
製
問
を
樹
立
す
る
方

法
。
此
等
の
方
法
e
E
省
み
る
に
、
い
は
例
へ
ば
徳
川
初
期
の
如
、
号
、
一
位
舎
D

安
定
期
に
は
行
は
れ
た
け
れ
ど
も
、
現
在
の
如
き
枇
舎
の
費
動
期
に
は
取

り
難
い
。
世
曾
の
嬰
動
期
に
多
〈
取
ら
れ
る
方
法
は
、
司
と
司
と
で
あ
る

が
、
吉
川
英
治
著
は
ナ
と
こ
る
の
『
{
日
本
武
藤
』
に
就
い
て
例
を
求
め
る
な

ら
ば
、
に
の
遁
例
は
佐
々
木
小
次
郎
白
取
っ
た
道
で
あ
り
、
宵
本
武
藤
の

選
ん
だ
道
は
恒
で
あ
る
と
云
ひ
得
ら
れ
る
ロ
こ
の
二
つ
の
道
を
比
較
ナ
る

と
、
に
は
多
〈
の
暗
合
結
局
に
於
い
て
破
綻
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
者

人
の
取
る
べ
き
は
=
一
一
で
あ
ら
う
。
吉
岡
松
陰
の
下
に
於
げ
る
伊
藤
博
文
白

書
民
は
宛
も
己
に
を
た
と
云
」
こ
と
が
で
き
る
。
側
に
就
い
て
は
吾
々

は
緯
容
に
於
い
で
例
を
見
問
す
の
で
あ
る
が
、
此
道
は
極
め
て
困
難
で
あ



り
、
叉
稀
少
な
る
場
合
に
し
か
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
教
授
は
更
に
皐

徒
の
研
究
態
度
に
就
い
て
語
ら
品
、
そ
れ
に
一
皐
問
に
浅
頭
し
「
員
理
の

(

)

 

た
め
の
民
理
」
を
遮
求
し
て
止
主
ぬ
怠
度
と
、
二
指
令
さ
れ
召
さ
れ
て
ゐ

(
 

る
と
云
ふ
意
識
を
以
て
望
む
態
度
と
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
せ
ら
れ
、
そ
の

何
れ
の
環
度
を
取
る
か
は
研
究
者
自
身
の
人
と
な
り
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら

れ
る
で
あ
ら
う
と
結
ば
れ
た
。
以
上
の
如
き
作
岡
敬
授
の
御
報
告
は
本
国
字

舎
と
し
て
は
稀
有
の
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
又
泣
を
間
車
問
に
取
る
者
の
、

遁
例
の
報
告
と
は
惑
っ
た
意
味
に
於
い
て
、
傾
聴
=
一
屈
に
償
ひ
す
る
も
の

と
一
再
ふ
べ
き
て
あ
ら
う
。
そ
刀
後
で
、
石
川
敬
授
よ
り
作
開
設
校
の
倦
む

と
と
な
き
獅
究
強
度
に
就
い
て
補
足
的
説
明
が
加
へ
ら
れ
、
一
一
同
一
見
に
感

銘
を
深
〈
し
、
教
授
の
御
自
愛
と
今
後
の
満
洲
凶
に
於
け
る
御
活
躍
と
を

祈
り
つ
f
L
.

と
の
紀
念

1
一
〈
さ
報
告
舎
を
附
ぢ
た
の
は
九
時
で
あ
っ
た
。

出
席
者
|
|
本
庄
・
小
島
・
高
岡
・
石
川
・
谷
口
・
八
木
・
大
塚
・
中

川
・
柴
田
・
堀
江
・
中
谷
・
佐
渡
・
白
砂
・
烏
の
諸
先
生
、
問
杉
・
脊
山
・

出
口
・
大
谷
・
菊
田
・
江
頭
・
利
回
・
熊
本
・
山
本
安
・
井
上
次
・
井
上

競
・
石
岡
・
古
川
・
柏
木
・
相
津
・
官
本
・
西
藤
・
前
閃
・
青
盛
・
津
崎
・

堀
江
芙
・
馬
場
・
岡
部
・
有
国
・
岡
本
の
諸
氏
。

曾

員

静

動

田

畑

茂

赤

見

有

員巨

京
都
市
左
京
区
田
中
樋
ノ
口
町
五
ノ
九

西
宮
市
今
津
町
砂
旧
三
五
一

京
都
市
上
京
区
上
賀
茂
前
萩
町
六
足
羽
徳
方

開
東
州
大
連
市
大
山
週
二
零
地

横
潰
正
金
銀
行
大
連
文
底

東
京
市
大
森
匝
池
上
洗
足
町
二
八
二

昌

三平

同

正

商

陽

法

{ 

同

市

岡

乙

買島
業

報

蒲尾

形

常保
次

孟郎英徹

:工奥JII 11日t 加l片

口藤キす岡藤
頭?也
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